
2026　年　9月　9日 
 

地域密着型サービス 運営推進会議 報告書 

事業所名称…サンキ・ウエルビィ小規模多機能センター松江 
サービス種類…地域密着型小規模多機能型居宅介護 
会議開催日…令和 8年　　9月　　9日（水） 
開催場所…サンキ・ウエルビィ小規模多機能センター松江 
出席者 

議事 
活動状況報告 
1 ． 利 用 状 況 9 月 8 日 現 在 ： 28 名 の 登 録 利 用 者 　 （ 男 性 14 名 　 女 性 14 名 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　

要支援１・・0名　要支援２・・2名　要介護１・・8名　要介護２・・4名　要介護３・・6名　　 
要介護４・・5名　要介護５・・3名　 

　　　　平均要介護度　2.49　　　平均年齢：86.83歳　　宿泊稼働率：100％ 
　　　＊現在入院中・・0名 
　　　サービス終了者：7月　2名　8月　3名  
　　　新規利用者　　：7月　3名　8月　2名　 
　　＊　別紙にてサービス利用状況、過少サービス、連泊について個々利用者の状況説明を行い、了承を得

る。 
　　＊　連泊利用者 1名　（施設入所待ち 1名、） 
　　 
2．小規模活動報告　 
　活動風景の写真を見ていただきながら活動内容を説明しています。 
　　　　　　　7月　七夕会　　　お出かけウィーク 

8月　松江だんだん 2026（室内縁日）　納涼祭 
みんなで調理：　7月　夏野菜カレー　　　　　　8月　ビビンバ丼 
手作りおやつ：　7月　アジサイゼリーパフェ　　8月　MIXフルーツホイップパン 

七夕会では毎年恒例の短冊を書いていただきました。暑い中で外出する事はできませんでしたので 
どこか涼しい場所に出かけよう！と数名ずつ松江市役所に出かけてばけばけ展を楽しんできました。 
夏野菜カレーには畑で収穫した野菜も使用し利用者様がせっせと野菜を刻んでくださいました。 
ビビンバ丼なんて食べたことないわという利用者様もたくさんいましたが、皆さんで作るといつもは苦手な

お野菜も残さず食べて頂けました。暑い時期なのでアジサイゼリーパフェやフルーツパンもあっさりと食べ

やすかったようです。短冊の記入や包丁の使い方など、去年まで出来ていたことがやりにくくなっている 
利用者様もいらっしゃって、調理やレクに関わりながらもできにくくなってきたことに気が付く時間にもな

りました。上記以外にも畑で収穫した野菜を使って利用者様たちに何をして食べたいかお伺いし 
リクエスト通りのおやつを提供したりしています。季節の行事にも昔の生活を感じて頂けるようにお盆には

皆さん一緒に盆団子を作ったりしています。 

 事業所 3人 利用者 0人
 利用者家族 1人 地域代表者 0人
 松江市職員 1人 包括支援センター 0人
 知見を有する者 0人 その他（　　　　　　　　　） ０人



　誕生会　　誕生日当日か前日までの近いところで来所された日に誕生会を行い、 
写真付きの手作り色紙をプレゼントし、誕生ケーキやご本人の好きなものでお祝いをする。 
誕生日のケーキを作るのも当日出勤の職員が代わる代わる行うため、飾りつけに個性がでる 

 
3．ヒヤリハット、事故報告について（7・8月集計分） 
　　ヒヤリハット： 合計 14件 
　　7月の対策：職員から死角になるトイレに行かれる利用者様がそのままそっと事務所を抜け外に 
　　　　　　　一人で出かけようとするのをインカムを利用して職員間で所在確認し離設を防いでいます  

8月の対策：服薬を手渡す時に利用者様の掌に薬を乗せると数粒が転がり落ちることがあり 
　　　　　配薬カップを使用し転がり落ちるのを防ぐようにしました。 
その際一人一人の利用者様の「できる事」「できにくい事」を本当に把握できているのか？私達は 
出来る事を奪うような介護をしていないか？という見直しも行いました。  

　　ヒヤリハットに関しては起きた当日の終礼や翌朝の朝礼で情報共有を行い全員に周知しています。 
1か月分を拠点会議の中で再度共有し、重要なものは再発防止会議を行います。 
 
　　事故報告：　7月・・0件 

8月・・0件 
事故・苦情が起きた時には再発防止のための対策会議を行い同じことが起こらないように振り返りを行い、

検証します。 
　〇身体的拘束等適正化委員会について 
　　現在、件数は 0件。 
　　事業所における身体拘束等の適正化に関する基本的な考え方についてお伝えしています。 
4，情報、意見交換 
　　8月 4日に実施した「避難訓練」について説明 
　　シナリオに沿って津田公民館まで避難する事をしました。訓練にあたって当日誰が何の担当をする 
　　等は決めずに行い「今の自分たちの状況を知る」という目標で行いました。 
　　結果は「惨敗」という言葉がふさわしいものでしたが最後に振り返りを行った時に年に 1度の研修では 
　　なく何度も重ねて訓練を行い「避難のプロ」になっていきたいと職員から声がありました。 
　　（参加の家族様より） 
　　　この津田 3区は助け合いの地域であると認識している。事業所での訓練もしつつ地域も頼っていって 
　　　欲しい　と言っていただきました。 
　　　＊次回運営推進会議：令和 8年　11月　11日（水）　10時～予定 
※事業所確認欄 

 □活動報告についての評価を受けることができたか。 〇

 □要望・助言等受ける機会を設けたか。 ○


